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新 年 の ιー 挨 拶

会長近藤龍一

あけましておめでとう御座居ます。 昨今のリストラや価格破壊はこれらの表

皆樺それぞれ輝やかしい新年をお迎えの われかもしれません。そして、この時代の

こととお慶び申し上げます。今年もどうぞ

よろしくお願い致します。

さて、今年は医療費改訂の年ですが、先

頃報道されたように3.4%で結着したも

ようです。そのうち薬価関連分が約2.4 

%ですから実質1.0%の値上げというこ

とで、これでは零に等しいものです。甚々

腹立しいかぎりですが、財政状態を考えれ

ば仕方がないのかも知れません。更に老人

保険の外来分の包括化の提案も出で来て全

＜油断のならない状況です。介護保険も来

年には導入の方向で、これも対応を誤ると

深刻な影響を蒙りそうです。その上、来る

通常国会に医療法の第3次改正案が上程さ

れる見込みで、これもしっかり見守ってい

かないと大変なことになリます。以上のよ

うに本年も我々の生活を直援脅かす難題が

目白押しで、頭の痛いことです。しっかり

と情勢を把握して、必要な時には充分意見

を提出しなければと思っています。

日本は今、明治維新以来4度目の大変革

期にあるということです。始まりはいうま

でもなく冷戦終結からですが、大変革期が

終って安定するまでは大体10年位かかる

そうですから、後6年位はこうした政治、

経済、社会の混乱がつづくものと思わねば

なりません。叉、世界は大競争時代 （メガ

．コンペティション・工イジ）に突入し、

激烈な競争がすでに始まっているそうです。

キーワードは「口ー・コストJだそうです。

これを達成出来ないものは情容赦なく脱

落、排除されるわけで、大変厳しい世の中

になります。現在、各企業はこの嵐に見舞

れているわけですが、全くコストに関係な

く、従って極めてハイコストな分野が、教

育 ・医療・警察の3つだそうです。

これら3つの分野にはコスト意識が全く

欠落しているわけですが、他の分野が身を

削る苦労をしているのにいつまでも放置さ

れているわけもなく 、近い将来厳しいコス

ト削減を迫られることになるでしょう。我

々としても、将来にわたって医療費の大巾

な値上げは望むべくもありませんから、コ

スト削減に取り組まざるを得ないと思いま

す。それにはまず、現在の規制のすべてを

洗い出し、不必要なもの、時代に合わない

もの、 コストばかりかかつて実効のないも

のを撰ぴ出して、厚生省に撤廃を働きかけ

ることが取り敢えず緊急に必要だと思いま

す。

暗い話ばかりで恐縮ですが、大変革期を

終えると、案外充実した楽しい時代が到来

するようです。それにはまず今の意識を衰

え、混乱に耐えることが必要のようですが。

さて、今年は子年ですが「子Jという字は

もともとf苧Jという字であったのが略され

たもので、しかもf子Jは子供の子という字

で「ふえるJという意味があるそうです。

組
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動物の中で最も繁殖力旺盛なところから十

二支の最初に据えられたということです。

現在世界には 1.000種を越す種類があるそ

うで、余り有難くないことです。しかし、

人に嫌われる劃には方言で愛称的なものが

多く、「姉様J、「福太郎」 J福の神JJ嫁様J
「嫁つ子JJ嫁が君Jなどがあります。

一般にネス．ミは人語を解すると信じられて

〈会員広場〉
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おり、ネズミ退治をしようと話すと彼らが

用心するばかりか 逆にひどい仕返しをす

ると思われているからだそうです。

「餅花やかざしにきせる嫁が君」

芭蕉

今年が皆様にとってよい年であります様

お祈りいたします。

嘆いてばかりもいられない

道上文和

f伝言ゲームJというのがある。最初の伝 させ、業務が円滑に進んでいるとのことを

言が伺人かの人を経ると、最初とは似ても 本で読んだことがある。私もそれを望んで

似つかないものになっている。医療の現場 いるのであるが、なかなか順調に作業が進

〈 でこんな事が起きたら大変であるが、細か んでくれない。ひとえに私の力の無さかと

いことでは日常茶飯事、一人医師でやって

いる私としては、本当に頭が痛い。何故上

手く伝わらないのだろう、人は動いてくれ

ないのだろう。

今、私はその対策として、マニュアルを

作っている。マニュアル、マニュアルとい

う時代は終わったという人もいるが今ま

でに十分なマニュアルを作ってもみなくて

そんなことをいうべきではない。ある弁護

士は‘事務員に伺から伺まで事細やかに書

いてあるマニュアルを見せ、その通り実行

反省しきりなのであるが、ちょっと待て、

と最近思うのである。

昨年は大変な年であった。震災あり、オ

ウムあり、核実験あり、原発事担あり、銀

行不正問題あり‘官官接待問題あり 等な

ど。今、日本は世界の中でどう振る舞うべ

きなのかを問われている。戦後50年‘日

本は急速に成長し．世界の中で大きな苓在

となった。今、その中で日本は改革を迫ら

れている。

それは日本人の国際人としての自覚であ

3 
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ろう。私は常日頃、日本人の国民性に疑問

を感じることが多い。昨年、市の車で子宮

癌検診に出かけたある目、お年の患者さん

が内診台に上がろうとして、もたもたして

いるとJ早＜上がりなさい、こっちへ出で

きなさい、腰を浮かせて、下です、下へ下

がってきなさいJと看護婦が言う。丁寧な

命令語で、まるで子供扱いである。看護婦

さんは無愛想で、冷たい人である訳でもな

い。どちらかというと、やさしい部類に入

る人だ。その患者さんもおとなしい人なの

か、 「はい、すみません、はい、はいjと

従っている。おかしい、看護婦さんは命令

するのではなく、示唆 ・提案するべきだし、

患者さんは「失礼な人だ、帰リますJとい

うべきだ。何なんだこれは。

マスコミの横暴さはいつも言われること

だ。自由を楯に、人のプライバシーの中ま

で、ずけずけ入る。それをみんな怒ってい

るのに、一向に変わらない。皆が、伺も行

動を起こさないからだ。マスコミは人の弱

点ばかりをえぐり出す。近頃は、自殺の仕

方という本が売れており、それを高校生達

が読んでいるという。またマーダースブッ

クとか言って異常犯罪者の事件をこと細や

かに書いた本が出ているとか。伺になるの

か。元来ぺンは人を糾弾したり、おとしめ

たり、扇動したりするためにあるのではな

く、よいことをみんなに知らせる為にある

べきではないのか。

半年程前に、ジョ工jレ・シルバースティ

ンと言う人の書いた ra玄人は、まだ十二

歳j （ごま書房）という本を読んで、壊か

ら鱗ものであった。一部引用させてもらう

と f「日本人は十二歳」とは、終戦直後の
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日本と日本人を評したマッカーサ一元帥の

言葉だが、それから半世紀も経とうという

のに、日本人はいっこうに大人になってい

ないようだ。 f検討させて下さい」と、結

論を出さない会議をダラダラと続けたがる

ビジネスマン、標識、普告、注意書きの氾

濫する街並、r rお上Jの決めたことだか

ら」といって半透明のゴミ袋にいやいや従

う主婦・－－。私の白から見た、日本人の

「十二歳Jぶりを挙げればきりがない。責

任を負わされるよりも、 「人まかせ」にし

たがる自分たちの姿を見つめなければ、い

つまでたっても、日本人は十二歳のままか

もしれない。 j

本文の内容を要約してみる、

① fちょっとお目にかかってお話がしたいJ

が口ぐせの日本のビジネスマン。大した内

容もないのに、ただ顔を会わせたという事

で仕事をしたということになっている日本

の企業の甘さ。これは今までに本当の競争

をしてこなかったからだ。そして、相手の

人の貴重な時間を奪っている。日本人が好

きな会議は、集まることに意義があるJ日

本のブルー力ラー・ワー力ーは世界ーで、

ホワイト力ラー ・ワー力ーは世界で最低J。

日本で会議が多いのは、フェイス ・トウ・

フェイスで人司関係を大事にしているので

はなく 、自分一人で責任を負いたくないか

ら「共同責任者Jが何人か出てくるまで話

し合いを続け、 「総意」という形が出来る

まで結論を先延ばしにしているだけなのだ。

芝ぺピーシッターがいちばん向いている日

本のOL。一言でいって、日本の十八歳か

ら二十五歳あたリまでのOしは信じられな

いくらい幼い。ミッキーマウスやトト口の
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キャラクターグッズを持って、可愛い、可

愛い、と言う信じられない光景を何度みた

ことか。関心があることといえば、食事や

洋服やデートやテレビ、誰々がくっついた

とか別れたとか、自分の身の回りのことだ

けだ。アメリ力で言うと、ちょうど十二、

三歳あたりの女の子によく似ている。その

背景には、責任を持ちたくないOし・ 責任

を持たされてないOしの問題がある。例え

ば、あるOしにあることの解決を頼むと、

fこう言ってます」「こうだそうですJと一

つ一つ言ってくる。子供の使いだ。頼んだ

方は空いた時間に他のことが出来ない。そ

れなら自分で始めからした方が時間の無駄

にならない。

①怠ける生徒を監視する小学校の教室のよ

うなオフィスのレイアウト。日本人は管理

されるのに慣れっこで、自分が何か忘れた
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たらある一人が手ぶらで見に来た。後日‘

他の人が来ますといって帰った。数日して

一人来た。だがなおらない、工キュスキュ

ーズが始まる。ああだこうだとクレームを

つける。結局なおらない。米では修繕屋は

高いのでよっぽどの事がなければ頼まない

し 頼めばすぐに直してくれる（手ぶらで

はこないし、とりあえず顔だけ出すなんで

いう無獄なことはしない）。よくこれで日

本人は黙っているものだ。日本はノーロジ

ック・ノ一文句・ノートラブル社会なので

ある。しかし、日本人が日本人だけの fな
あなあjの社会でぬくぬくと生活できた幸

せな時代はとっくに終わリを告げている。

災害時に、強制収容所のような所に入れら

れ伺も文句は言わない、何もしない、政府

の言うとおりにする。何から何まで政府が

国民を保護してくれるという幻想から、も

ら誰かが力パーしてくれるだろうとの意識 ういい加減目覚めてよいのではないか。

がある。自分は自分、もし出来なかったら、 ⑤B本人は「ユア、ウェイ」 米は「マイ、

責任を取るという意識がない。日本の銀行

も窓口に子供しかおいてない。即ち、カウ

ンターには伺の責任も持っていない女畦が

座っていて、伺かあれば上司に闇いてきま

すと子供の使い、その後ろに少し責任のあ

る人がいて、またその後ろに責任を持つ人

がいる。アメリ力のシステムでは社員を大

人と考えそれぞれに決定権を与える。その

人の決定内容が悪ければ、降格かクピにな

る、クピになりたくないから、勉強もする

し、さらにお客さんが増えるように努力す

る。しかしこの事に関しては、日本の村社

会があるからこそ 申小企業は伸びてきた

ので一概に額けない所でもある。

④ボイラーが故障したのでメー力ーに言つ

ウェイJ、ハンディキャパーを隔離してし

まうB本、不揃いのリンゴはダメで、均一

な Pふし jンゴ社会jを望む潔癖主義の日

本。日本人は「NOと言えなし1Jのではな

く、 「NOを闇きたくないJのだ。ぞれは

ショックに弱い子供、トラブルを嫌がる、

勇気のない人間違の集まりではないか。危

険を感じると、頭だけを醸すダチョウに変

身する日本人、アンフェアなことをしても、

「時間が経てば、どうにかなる」と考えた

り、アンフェアな行為を目撃しても「トラ

ブルは面倒だから見て見ぬふりをするJ日

本人。オフィスではあれだけ立派な神主が、

通勤電車では暴徒と化す。 「旅の恥はかき

捨て」とは上手く言ったものだ。日本人は

;:> 
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自分の内側に規範というものを持っていな

くて、組織の規範に従うから、そこから出

たときには、致し方なく、状況によって変

化してしまうのだ。人が見ていると恥ずか

しく、人が見ていないと恥ずかしくない、

というのは自分の申にマナーがあるわけで

はなく、状況によってマナーが存在するわ

けだ。

（［今は「ワンチャンス社会」の日本だが、

いずれ「セカンドチャンス社会Jとなる。

肩書き名門出身だけではだめ。競争社会・

能率給、大人の社会が必要となる。大人の

社会とは、自らで判断し、自らの行動に責

任を持ち、自らモラルとルールを持ち、そ

れに従って生きていく社会だ。 「日本のこ

とは他の国のヤツにはわからない」という

1996 

のを持ちたいと患っている。米の一般的な

教育は、伺よりアイデンティティが大事、

アピア・プレッシャーから抜けだし、それ

を確立したとき大人になると教えられる。

アイデンティディの確立とは自分の責任で

リスクを冒すことでもある。 （アピア －プ

レッシャーとは、まわりのみなと同じもの

でなければ、何を言われるかもしれない、

例外になりたくないと言う気持ち）ルイ・

ヴィトンシンドローム、 ロングラインの後

ろに並ぶのが好きな日本人。注意書きが多

く、管理されていることに文句を言わない、

子供扱いされても伺とも思わない日本人。

選休2日制の導入で、あるサラリーマンに

休みが増えたらどうするかと聞くと、 fう

ーん、因ったな、会社が決めてくれると有

歎腐と散慢を持つ日本人。普通突渉で合意 り難いんだが」と答えたのには開いた口が

に達してないときには、 「あなたの考え方 ふさがらない。

は遣う」とか「あなたの分析が違っているj ⑨日本の fおしん妻Jが定年離婚を増加さ

という言い方になるが「あなたは我々を理

解していなしリとは言わない。よく考えれ

ば失礼な話だ。日本は金太郎飴社会で画一

性を好み、学歴 ・肩書きを重んじる。

せている、日本の母親の面倒見がよすぎる

ために、日本の子供の「ストリートセンスj

（自活する子供。がいつまで経っても育た

ない。過保護過ぎる。漫画をよむ大人、少

クガイジンがされる質問のペスト 5は、1) 女のようなヌードを載せる雑誌、変態漫画

いつ、アメリ力にお帰りですかっ 2）どう

して日本に来たのですか＇？3 ）日本に「コ

レJいますかっ（小指を立てて） 4 ）納豆

食べられますかっ 5）日本女性の胸は小さ

いでしょう？句故、日本人は皆同じ事を閣

と思われるような成人漫画を恥ずかしげも

なく見るサラリーマン。とても世界に誇れ

たものではない。

＠官僚の強い日本、政治家は伺も知らない、

また国民は「国益jに関わることより、自

くのだろう。 分たちに仕事をばらまいてくれる人を大事

⑥日本人は休日でも会社を引きずっている。 にする。 「リーダーシップJrリスクJ「責任」
挨拶には必ず00商事の口口です、という。 は同義語だが、そのどれもが、日本の政治

日本人のブランド志向は横並び意識の産物、 家にはない。B本にはデモクラシーもなか

欧米人のそれは、クオリティと信用の保証 った。人知れず、暗い、じめじめしたとこ

で、出来れば自分だけの高級ブランドのも ろで育つ「しいたけ政治jを作り出す、日
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本の官僚達。お役人は大人で、国民は子供

である、保護してあげなければ大蛮だ、と

思っているのだろう。自ら選択させない政

府が、選択できない国民を生んだ。そして

勇気のない邑民の我慢強さが、お役所の規

制を強くしてきた。しかし国際競争に立ち

向かうためには、日本は変わらなければな

らない、古き良きものは沢山あるが、守っ

てばかりはいられない。日本は開発途上国

ではない、先進国としての責任 ・義務があ

るのだ。

以上長々とこの本の要約を書いてみたが、

日本の社会は「村社会j、争いを好まない

農耕民族、よく分かる。タト人コンプレック

スは、未知の文化に対する恐れが人一倍強

いからなのだろうと思う。人との本当の競

争をする必要はなかったのだ。日本の良い

ところも沢山ある、犠牲心、献身的愛、人

の良さ、ジャパニーズスマイル等など。

しかし、医療の現場でも、厚生省が決め

た薬価に重々と従う子供っぽさ。その度に

レセコンの変更代を払い、医事課臓員の仕

事が増え、社保が国保が云々、審査はどう

なっていると腹をたて、おとなしいものだ。

あちらさんの言い出した、インフォーム ド

コンセントが云々いわれるので、患者さん

に説明をすると、かえってこじれてしまう。

准看より高看というが、なかなかそうもい

かない。出来る学生は大きな病院が優先的

に取ってしまい、高看となり、鼻持ちなら

ない看護婦に育て上げる。准看はベビーシ

ッターだ。元来の日本人の意識がまだ国際

化されてないのであるから、難しい。親で

あった政界は、親の義務を果たしてないじ

ゃないかと子供である自民に言われている
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ぞと、マスコミというお化けに、日夜脅か

されている日本国。子供である国民は、お

化けの言うなりで、今度はこれを親だと思

い始めているのか。いつまで経つでも、国

民は子供のままである。親が親なら、子も

子だ。

伺故冒頭でいった「伝言ゲームJになる

のか。まず、 完肇を求めてはならない。伝

言はあくまで伝言で変化は致し方ない。変

化して困るものは、文書にするしかない。

文書にしたものは、能力あるものが処理す

る。この能力ある者と言うのが問題で、悲

しいかな、能力のある者が少ないのである。

私を含めて子供なのである。即ち、日本人

である我が従業員は大人じゃない（ちょっ

と言い過ぎたかな、でもそれて・怒っても、

こちらにはちゃんと工キュスキューズは用

意しである）。 まずは大人になることだ。

仕事の費任とは、義務とは、権利とは、を

考えながら。その為には、従業員自身が自

分は子供だったと患って貰うよう、そして

阜く大人になりたいと思ってくれるように

なるまで、トップは親を演じ続けることだ。

一生懸命に。ある昔の経済学者が言ったそ

うである。 「我々が伺もしないでもある権

利があるだろうか。ありはしない。権利は

主張してはじめて権利となるJこのような

ことを。

嘆いてばかりもいられない。小さな医院

の少数のB本人医療従事者が、そこに集ま

る少数の患者さん達が、大人へ脱度すれば、

日本も少しは変わるかもしれない。医療も

少しは蛮わるかもしれない。ぞう信じよう。

7 
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年忘 ム一
A

日時 ：12月14日（木） 午後6時30分～

場所 ：金久旅館

出席者： 33名

近藤会長挨拶

お寒い中、皆様方お集りいただきまして

誠に有難うございます。本年はイノシシ年

でございまして、イノシシの年は荒れると

昔からよく言い伝っておりますが、その名

の通り大変な 1年でございました。 1月に

はいりまして、すぐに阪神大震災がおこり

ましたし、地下鉄サリン事件というとんで

もない事件がおこりました。あるいはあち

こちで地震がおこったり、ハイジャク事件

がおこったり、あるいは天和銀行の不祥事

件がおこったりという事で、大変な1：年で

あったと思います。

まに皆様方も大変な1年であ

ったと存じますが、お蔭で1人

も欠ける事もなく皆さんと顔を

合わせる事ができたというのは、

大蛮幸わせに存じております。

光医師会に関しましては、お

3人の先生方福本先生、田村先

生横U先生が健康を害されま

して入院されました。幸いにもお3人とも

大変経過がよろしゅうございまして、お元

気になっておられます。誠にうれしい事で

あると思いますu

ぞれから光医師会にとりましでも周南

医学会が光市の引き受付でございまレて、

まあ学会としては小さい学会だという事で

ございましょうが、大麦な事でございまし

8 

て、赤崎委員長をはじめとして委員の皆さ

んの獅子奮迅の働きがございまして、また

当日は会員の皆さま全員が力を合わせて頑

張っていただきまして、お蔭さまで大成功

に終る事ができました。皆様方が大麦いい

学会だった、いい講演だったと褒めてくだ

さいますので大変喜んでおります。

来年は1月早々に役員の改選

がございますし、また大変な 1

年になるであろうと思われます。

どうかそのさいも周南医学会で

皆の心が一つになって一つの事

をやりとげて戚功したという、

その体験を生かして皆様方と共

に頑張っていきたいと思います。

本日は粗酒粗肴でございますが、 1年の

基さを晴らして来年のために、おおいに飲

み且っしゃべっていただきたいと患います。

どうも有難うございました。
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中村国雄先生・贋回通男先生の古希のお祝い

〈忘年会スナップ〉
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f 12月度定例理事会

日時： 12月13日体） 午後7時30分～

場所：医師会事務局

出席者：近藤、前回、梅田、光武、藤原

藤村、市JII、赤崎、吉村

議題：

1 ）医師会長会議の報告 （近藤会長〉

2）市へ提出する要望書の件 （近藤会長）

－地域医療、学校保健、保育所の出務等

に関する事項

・ツ反 BC Gの個別接種は保留とし、

小学校4年生にEK Gの実施の要望を

追加する。 その他は原案を了承

3）「乳癌検診」について （光武理事）

検診の終了時簡を検討して欲しい。

その他

4）臨時総会について （近藤会長）

主議題として、入会金の改訂、役員選挙

5）休日診療所について f近藤会長）

外科系の診療所への出務が議論の中，bで

あった

6）その他

¢図書購入の件

⑫会員より休日在宅医の免除の申し出があ

る。 70才以上で免除の申し出があれば認

める方針で了憲

の会員よりA会員からB会員に変更聞いが

あり、それ．こ伴J学校医、体日在宅医等

の返上の申し出がある。了承

§学校医蛮更の件

窃ト一般会計に100万向を山口銀行より借り

入れる。了承。5月の連休の休日在宅医の予定がもう少

し旦く決めて欲しいとの要望がある。

1996 

検討するが、現状では困難であるかもし

れない。

①予防接種ガイドラインの件

｜勉強会 ｜

心電図研究会（第90回）

光市・下松医師会合同

日時： 12月12日ω午後7時30分

場所 ：光商工会館

出席者： 9名

講師：河野隆任先生

症例：

1 )50才、合、主訴一手、足のしびれ、

2)50才、合、 主訴一手、足のしびれ、体が

だるい

3)68才、合、主訴一吐血

3例とも中毒で、それぞ．れの中毒の心電図

を河野先生が解説

レントゲン勉強会（第 8回）

日時： 12月5日ω午後7時～

場所：光商工会館

講師：徳山中央病院岡本安定先生

出席者： 11名（光一9名）

会員の症例、岡本先生の症例を岡本先生

が解説
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仁~王~；工事 ： j
日 D 事 場 所

5 レン トゲン勉強会 光市商工会館

12 ’L' 電 図 研 ヴ~ ヨ4玄』 光 市商工会館

ー

13 12 月 Fλ晶E園、 例 理 事 f』:i: 医 師会事務局

14 忘 年 ~ 金 久

11111あとがき 11111

年も改まり、おだやかな 1：年を願っておりましたが、新年早々首相退

陣という出来事で幕があきました。なにか今年も破澗含みの感じがいた

します。

小寒から15日後が大寒で、大寒と立春までの15日間のあわせて30日間

を「寒の内」と言いますが、字の通り寒い日がつづいております。今冬

は寒さが大変きびしいように感じます。

「初日」の写真を克ヶ浜海岸で撮影と患って日の出を待っておりまし

たが、山端に雲がかかつてなかなか太陽が顔を出さず、影のような写真

になってしまいました。

忘年会のスナ、ソプ写真の数葉がピンポケになっており、お見苦しいと

患います。

今年1年がなんとか平穏でありますよう、祈りたいものです。

（吉村〉
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